
神道蓮の歴史

「蝿』という説奈鯛fにできた｢台躍溌』こ{)う歴史勤中
にはじめ｢て出てくる.大陸力'ら渡一プてﾐﾉﾐ仏教に封してａ本の当庭の

謹懲,穆節をさして1,た.わ力個の古代信仰においては柵さ自
鋤.鋤態望慌倣れかしこまること.おそ弧おののいてそばに

う ど か み う じ .

近-ブ､けな(1気持)してこれらをｒカミ」とした&のちに氏のエ（氏の

一族を葦()る藍の蕊)に対す織脈砿デヵミ』として鞘重症
り､同一月雛細の祖釧蜘)開瀦に耐る軸崎がrカミ』こして
識ご釦富ﾘする慰お鋤騨さ蝿綿,)6のとみられているが『

大雇の影蓄に茎ってもだらさ雌帥．またｉｒカミムの謡尉こつ('てIま．
蝿の立場で１，ろいろ菱州てI)るがまだよくわガ､っていな１１．
奈熊代から稗B我禰綱に力､けてａ本錬の神を仏瑚>仏と釜ぴ

-うけ:飴.柳しだ継慧､ｊ鯛力､でてくる.微ぱ神は仏教鏡
美するとして有力な紬こ繕等と”淑詩馴遣して勧雌
また､逆に｢神は人よ，上位であるｶﾔ仏より(ﾕるかに下位で人とと

もに灘に綻義秘-つ』乙して神は蝿によって糊される乙力、
柏ご職つぐ紐である蕊の号ぎすけだﾘ.神前で難(お縦声幽
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韓着について
縦ﾗ市立榊尊救加綴洋一

鐸豊乙は
日本民族の間に姓し這蜘民間締,w第崖想さあ趣.鑑な

ど乙伽ししかもその淡庭受けつつ発動てきだ蝋進薙帥
固有の層輪割1yである”

雌一ｼﾑﾏ加ｲﾝドで始賊識.職嘉維拡絡る
榊一溝遠泳妬中国の伝納識↑鮒磁禰暁

まつ

雨Eる．



して読むここ)之おこなったりしだ．

平鵬f中期鱒ると卿と仏と,ま桑瀧島あり総(輔)はｲ
ﾝドの仏であるが崇薮人間桧め.この世の中に生きているすべ､ての

伽)釧椛ため蓋を帥三塁,虻て日本の稗乙なって運わ雌！
こす鍔えの神仏齢がみら飯てくる.この聡が職I錨詠ある．
剛と邸をさし.垂jmE幽仏砺のお伽この神として身観"すこ

とで鯛この本迄重職ｎ雲鍵堂〈貴書鑓>弓i塞鐘(識；
道)が鋪倉獣'こなってｨ手勢神道p)影響瞬けて虚立した．

鎌獣剥ご(さこの神仏習合がｆ Z仏磁で鉾泳
そ敵に従う)から縦蝿榊鎧･仏がそ讃iご紺)ﾍこ靴する．

この神靴従の随どしてあら州師範f鐘型l望(j幾謹)で碗
鄭献綱に.この継さらに鶴じて鴬雛迩鞭型､僅

鎚盤継r)である.雌撒Ｉ答花実螺であ別ﾝている．
鋲ど今し室う

江戸敵に鰯と儲ｳIの立場からﾈ植鐸職し悪うとするi繕僻掌
者)による儲篭t(でてくる傭榊董は仏施きらい､膿十滴z#職
江戸瞬代にほると傭致の立場からﾈ植鈎ド

ピや２７，４．んこう

巻)Iこよる傭蒲植が>で-てくる.f線;椎は'１

立場力)ら神i婚合＝定して(1る.この祷家神

蔓が代表的である.なお儒癖鋤祖は神儒

灘藷である．

この他、仏数､'鋤I叫来雛鉱仙腫:こ”、じて承さら割)』蝋の造
予が廷さく‐

伽愛鍬ろうこする国'鞘に掘鑑,篭tiM輪糊こ恥刑，
蕊鮎潤さ儒謝側を〔懲海祥迩匡瀦轄綱Iごみ
て誠した.細鯛､嬉古神雄蝋掻(祭り廷縦丁なわら寅
赦と砺汰一致するこ,)うこと)瀧筋みら札袋の淵識減毎に裁
く影醤をゑた．

明治に縄と樋さ毒識懲蛎植とに二つに分細,曇神
社神道は復古礎の影響鰻けたらので明う鋤脈によって神仏習合

’'一そう

的鋤し,はここにお!)て-掃さ散る伊jえ,ま鵬維ﾈ紬;鵜tjf
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雌こと.まだ二洲こよって噸の中に繊鎌(峨に鯛じている‐
稲.雌.お鯉ご蝋ごすてたりするここ)の蓋議$衆＃Uここiと‐
そのうえ糊(一致をめざして明治2年.暮灘蛎活させ柵官に萱
溌紬き神鋤希蕊はがﾌたり､神凝る榊掴家の論(だつ
とんで記ること)として総ﾌｶ,,た.伽龍胴慌鼓ぬったのである
この神社１，喧は識としてで辱くむしろ国鎧徳こして経うれ卿
澗力,ら｢薗謝遡叫ぱうれるようになり． 曽の競撰b〕長 (昭

和20年)まで国家の大自制祷議受けて('た．戦後､国家力吟の保護

からはな鵬と紬抑cとするi鏡細で.難;集団によっ衿日
まで総〕ている。

-万､聯造(神道:十三茨)は神社鯛乙鋤て裁勘､で
識が加納が欺らげrているも'ので糊鈍蝿翻る．二水ら

むけ◇4

事項輔錠

１．カミの語源

アカミ(上>に差うて尊ぶところから．
．Ｐと

’イ．上と意味〈する原語力(上）廷ミ(身)の結合語で､入のエに立つも

のの義がら

ウ.カクリミ<隠身)の竜から

エ.故.境こ窯鰯総適し.それ紬って蕊'鍵域ころ
からカガミ(鏡)の略

flその他にらまだある.例幻ざアイヌ認v>カムイと同根であると-2j、朝鮮

ぞ鍵(ﾓﾝゴﾙ)の碩干』または卵迄同源であるこする華ど．
D･し､斧 、



‘O⑧●､■F

少与

ロヴロ９

．．＄｡･・

〃

0．一『､２．■｡,

、ジ典．

寺す
、｡

､J､Q

炉p申

③,，も■

■■，

●■●bもロー

生む。
一

〃■●

、。，．.~胃ふうｑ

ｂ■d⑧●ﾔ

｡●

:ヘデ.．－‐‐へ.Z".・・
やI

･･;･･１，
．０〆

O①

●ｳ巳守

0■子c｡

△ﾛ■｡ｮ

旬■｡

.c、｡f

*■

、r１－･

Q◆勺｡
、●●

●■

由f』己

Ｑｇ ゆ

０浬
〃

』
・

■
４
唾

‐
一
も

●
』
》
■
ケ
・
■
寺

．
（
》
》
，
。
》
》
》
、
一
忽

凸
凸

■
ｃ

十
・
一
■
ゆり
・
旬
苧

守
●

字
。
。
鱒
巴
少

■
守
口
》

Ｌ
、
。
宮
牛

早
、
缶
心
可
、
■

も
。

０
弓

、
Ｄ
Ｆ
Ｐ
０

．
．
＄
ｉ

●
ゴ
ャ
ム

ザ
釦
。
■
炉

心

・
も
■
■
日
Ｐ

Ｐ
由

寺
■
〆

■
。』

一
。
、■

も
ｊ
Ｄ
－

。
ｂ
〈
『
。
ｑ
『
、
．

『
Ｂ
ｑ
■
９０

●

b■

ｫ11

･日｡b

』．２．③旬Ｐ

”『恥

各

巳+p●ー●､

Ｐｂ｡

■=●〃旬I■ｐ色Ｐ

"､■●■÷

Ｏ Ｌ■■

ｑＯ~
、

③~ 町

F OU,CQ
■Pけ｡中自⑧。$

－．回り･ざ
･画･』。■

●鹿ｳ

０｡｡n

句■L◇●J●F●ﾏマ

｡

■■

●と

０口巳

、
ｌ■●

.』
＄$ず⑤

｡ｑ■

瀞$.
◇ｐ⑧P





2.錯雑を
葺誇in教理に肋てで雪危樋加鵬真言鋤〈鵡宗〕
の調界ど鵜諏i帥塞羅に!)ろ鉱畿藷の識きわ

・が剛暮溌馴棚あてた.例えば､釧界の箔#f鮭伊勢胤
言の神婁畿捧縫蔵界の大ﾖ如釆之倒の高畠執熟;雛

●＝ヘ、

あてて()る.ｲ手勢神宮周辺の密諾院達中心I裁立し､皇？《7歌に卸

・諺演.皇i職瞳のi職に分”rて発達し刃鍬を全て覗灘
でf鋤寺院に伝妨'f【だ.難神璽･両篭萄粒･神鍾飴散ころ
一一

己つ．

3.躍瞳
天台宗の鯉に墓つ,)てできた蝿山王とは,;雛の鶏にある
鑑神社のご＝鎌倉糊に日吉神噛り途らとにして天台宗の
鞭に射)て比叡山で虚した.日吉山王の純ｼTｱｶの豊遼こし
（猫麓ｉまた鶏ｦ雛一体であるとした二卿迩噸

．てん〃ｌｌ ｆｊ５

山に代々 伝零れ江戸ﾛ誠《噸､天迄がQtiで，これとらとに山国E一
・ぜつ

；軸首を自説l〕た.山王神道は天台神菖･巴誹萱と己Ｌ１う.厚お、
山玉の使いは亦泳あるという．３

４.仔勢神道.蝿神道｡j篭蝋）
イ手熱社箱の篭罷氏の力鋤コ樋濃紬な瀧説として日
本鞠のもの.醗鶴であろた溌器なわち蓑舌t､日本織

町頃国鋤鱒塙華中『でB位した.わが国は鑓であるこ!)う
神国聴力wみられる圭危神道,,雛を#瀧慧hなかった綴
（械天皇榊廉皇以前の綱)蹴)に施人は篭熟正
しくて苑為で.清くてけﾌﾋ向･れのな'にと)ともととして生活菰き

だと説【た〔1る.感睦錨倉爵代棚qで大成鋤Uこのは南比朝の頃．

5.吉田噛京助吉田榊i‘)縦醗鵜耐唱える.溝神道と＆５.吉田祐萱

6.召１１神道．

７．垂加神道

言)W准是力、眉

槻瞭がr層

､吉田樋の仏紬騨を淵)た．赤
釧蝿斎‘南雲激‘y紳鋤嚇成．


